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【 は じ め に 】 豚 が 口 蹄 疫 ウ イ ル ス に 感 染 し た 場 合 、 そ

の 排 泄 量 は 牛 の 千 倍 以 上 と 報 告 さ れ 、 そ の た め 口 蹄 疫

の ま ん 延 防 止 に は 、 迅 速 な 豚 の 殺 処 分 が 求 め ら れ る 。

そ こ で 豚 の 殺 処 分 訓 練 を 行 い 、 そ の デ ー タ を 基 に 養 豚

場 で の 発 生 を 想 定 し た 殺 処 分 計 画 を 検 討 し た 【 殺 処。

分 方 法 の 検 討 】 豚 頭 を 用 い 、 頸 静 脈 ま た は 耳 静 脈 か4

（ ） 、 。ら の 薬 剤 注 射 法 薬 殺 と 電 気 殺 法 を 比 較 検 討 し た

作 業 性 は 薬 殺 が 優 れ て お り 、 薬 剤 の 投 与 部 位 は 、 耳 静

脈 が 手 技 、 安 全 性 、 殺 処 分 面 積 の 点 で 頸 静 脈 よ り も 有

3 000用 で あ っ た 殺 処 分 計 画 訓 練 結 果 を 基 に 管 内。【 】 、 ，

頭 規 模 の 一 貫 養 豚 場 を 想 定 し た シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行

っ た 。 豚 舎 内 に は 重 機 が 乗 り 入 れ ら れ な い た め 、 殺 処

分 場 所 は 豚 舎 外 に 設 定 し た 。 種 豚 ・ 育 成 豚 頭 は 、280

駐 車 場 （ ㎡ )に 誘 導 し て 薬 殺 す る と 、 作 業 者 人 、60 65

作 業 時 間 時 間 を 要 し た 。 ま た 、 肥 育 豚 頭 及 び10.7 2,000

離 乳 豚 等 頭 は 、 作 業 時 間 を 最 短 に す る た め に 頭700 1

ご と に 処 分 せ ず に 、 宮 崎 県 で 行 わ れ た 水 密 車 両 荷 台 で

20 22.7の ガ ス 殺 と し た そ の 結 果 作 業 者 人 作 業 時 間。 、 、

時 間 （ 肥 育 豚 、 作 業 者 人 、 作 業 時 間 時 間 (離） 10 23.4

乳 豚 等 ） と そ れ ぞ れ 試 算 し た 【 ま と め 】 実 際 の 殺 処。

分 に あ た っ て は 、 豚 舎 構 造 や 作 業 可 能 な 場 所 の 確 保 な

ど 条 件 が 異 な る た め 、 養 豚 場 ご と に 詳 細 な 事 前 調 査 を

行 っ た 上 で 、 計 画 策 定 し て お く 必 要 が あ る 。


